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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
無水マレイン酸共重合化合物と一般式Ｒ１Ｏ－Ｒ２－ＮＨ２で表されるアルコキシアルキ
ルアミン化合物（式中Ｒ１は炭素数が１～３のアルキル基、Ｒ２は炭素数が１～３のアル
キレン基）を反応させることによって、前記の共重合無水マレイン酸環の１０～１００モ
ル％がアミド結合に変換された無水マレイン酸共重合化合物を、医療用具を構成する基材
の表面に塗布し、乾燥した後、さらに、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムの水溶液ある
いはアルカリ金属アルコキサイドのアルコール溶液などのアルカリで処理することを特徴
とする優れた潤滑耐久性、生体適合性を有する医療用具の製造方法
【請求項２】
一般式Ｒ１Ｏ－Ｒ２－ＮＨ２で表されるアルコキシアルキルアミン化合物が、特に、メト
キシエチルアミン、メトキシプロピルアミン、エトキシメチルアミン、エトキシエチルア
ミンであって、これらから選ばれたアルコキシアルキルアミン化合物を一つ以上使用する
ことを特徴とする請求項１に記載の医療用具の製造方法

【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】

【技術分野】
【０００１】
　本発明は耐久性に優れた湿潤時潤滑性、生体適合性を有する医療用具を提供するもので
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あり、ガイドワイヤー，カテーテルなどの医療用具の表面の機能化に有用な発明である。
【背景技術】
【０００２】
　医療分野において、気管、消化管、尿管、血管、その他の体腔、又は、組織に挿入され
るカテーテル、イントロデューサーおよびこれらに挿入されるガイドワイヤーなどの医療
用具は、挿入時に目的部位にアクセスするための操作性を向上し、血管内壁や粘膜などへ
の組織損傷を最小限にするためには、潤滑性を有する表面が必要である。その目的のため
に、基材表面に親水性化合物をコートして、湿潤時における潤滑性を向上している。
【０００３】
　これまで，基材表面をイソシアネート化合物で処理した後，メチルビニルエーテル・無
水マレイン酸共重合化合物あるいはそのハーフエステルをコートすることで，湿潤時に表
面が潤滑性を発現するようにした医療器具（文献１）などが知られている。しかしながら
，メチルビニルエーテル・無水マレイン酸共重合化合物のハーフエステルは，疎水性のエ
ステル結合を有することから，乾燥状態で保存された医療器具を水に濡らしても，すぐに
潤滑性を発現しにくいこと，また，大気中に短時間放置するだけで，潤滑性を消失するな
ど，保水性の面において大きな欠点がある。一方，メチルビニルエーテル・無水マレイン
酸共重合化合物のジカルボン酸ナトリウム塩は，前記ハーフエステルに対して，潤滑性，
保水性の面において有利であるものの，血液中で表面潤滑性がより低下しやすい欠点を有
している。
【０００４】
【特許文献１】特公平０１－３３１８１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記の問題点に鑑みてなされたもので，湿潤時の保水性が良好で，潤
滑性が安定的に維持され，かつ，優れた潤滑耐久性と生体適合性を有する医療用具を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は鋭意検討した結果、上記目的は、下記（１），（２）により達成されること
を見出し、本発明を完成するに至った。
【０００７】
（１）無水マレイン酸共重合化合物と一般式Ｒ１Ｏ－Ｒ２－ＮＨ２で表されるアルコキシ
アルキルアミン化合物（式中Ｒ１は炭素数が１～３のアルキル基、Ｒ２は炭素数が１～３
のアルキル基）を反応させることによって、前記の共重合無水マレイン酸環の１０～１０
０モル％がアミド結合に変換された無水マレイン酸共重合化合物を、医療用具を構成する
基材の表面に塗布し、乾燥した後、さらに、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムの水溶液
あるいはアルカリ金属アルコキサイドのアルコール溶液などのアルカリで処理することを
特徴とする優れた潤滑耐久性、生体適合性を有する医療用具の製造方法
（２）一般式Ｒ１Ｏ－Ｒ２－ＮＨ２で表されるアルコキシアルキルアミン化合物が、特に
、メトキシエチルアミン、メトキシプロピルアミン、エトキシメチルアミン、エトキシエ
チルアミンであって、これらから選ばれたアルコキシアルキルアミン化合物を一つ以上使
用することを特徴とする請求項１に記載の医療用具の製造方法
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の目的は、各種基材表面に特定のアミド結合を有する無水マレイン酸共重合化合
物をコーティングすることによって，優れた潤滑性と保水性を付与するとともに、血液中
においても高度な潤滑耐久性と生体適合性を有する医療器具を提供することにある。本発
明に係る医療用具は湿潤時において、保水性が優れ，摩擦係数が低く，優れた潤滑性を有
すると共に、実使用時における操作性に優れ、長期にわたり製品性能が変化することも無
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く，また，過酷な使用条件下においても潤滑性，潤滑耐久性を維持することが可能な医療
用具が実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
本発明は医療用具を構成する各種基材表面に、特定のアミド結合を有する無水マレイン酸
共重合化合物を固定化していることを特徴とする医療用具であり，特定のアミド結合を有
する無水マレイン酸共重合化合物が，無水マレイン酸を一成分とする共重合体と特定のア
ルコキシアルキルアミンの反応によって生成した化合物を、最初に基材表面に強固に結合
した後、更に、アルカリ処理することによって達成できる。具体的には，無水マレイン酸
とメチルビニルエーテルの交互共重合化合物などを，特定のアルコキシアルキルアミンと
反応させて得られたアミド結合を有する無水マレイン酸共重合化合物を基材表面にコート
し、乾燥後、さらに水酸化ナトリウム、水酸化カリウムの水溶液あるいはアルカリ金属ア
ルコキサイドのアルコール溶液などのアルカリで処理することによって達成される。
【００１０】
前述した特定のアルコキシアルキルアミン化合物としては、一般式Ｒ１Ｏ－Ｒ２－ＮＨ２

で表されるアルコキシアルキルアミン化合物（式中Ｒ１は炭素数が１～３のアルキル基、
Ｒ２は炭素数が１～３のアルキレン基）であり、特に好ましくは、メトキシエチルアミン
，メトキシプロピルアミン，エトキシメチルアミン，エトキシエチルアミンであり、これ
らから選ばれたアルコキシアルキルアミン化合物を一つ以上使用することができる。
【００１１】
　本発明において、各種無水マレイン酸共重合化合物、特に、メチルビニルエーテル・無
水マレイン酸共重合化合物が好ましく用いられるが、これらの化合物中の無水マレイン酸
の全量に対して、前記の特定のアルコキシアルキルアミンで表されるアミン化合物によっ
て、１０％～１００％の範囲でアミド化反応させて用いることができる。
【００１２】
　また、本発明において、各種無水マレイン酸共重合化合物、特に、メチルビニルエーテ
ル・無水マレイン酸共重合化合物のアルコキシアルキルアミン変性物が好ましく用いられ
るが、これらの化合物に、架橋剤を少量添加することで、より優れた潤滑耐久性が得られ
る。本発明の架橋剤としては、ジオール、ポリオール、ポリエチレングリコール、ジチオ
ール、チオグリセロール、アミノアルコール、ジアミン、ポリアミン、ポリイソシアネー
トなど酸無水物環と反応性を有し、２つ以上の官能基を有する化合物が好ましく用いられ
る。
【００１３】
　本発明において使用される無水マレイン酸共重合化合物に対する架橋剤の配合割合は重
量比で、無水マレイン酸共重合化合物１００部に対して架橋剤０．０２～１．０部の範囲
である。特に好ましい範囲は０．０３～０．３部である。この範囲を外れると、潤滑性お
よび潤滑耐久性が劣る。
【００１４】
　本発明における無水マレイン酸共重合化合物と架橋剤を上記の配合組成で混合した溶液
を作成し、この溶液に浸漬する方法、溶液を塗布する方法、溶液を噴霧する方法など、従
来から一般に採用されている方法を用いることができる。
【００１５】
　上記のコーティング溶液に用いられる溶剤としては、アセトン、メチルエチルケトンな
どのケトン系溶剤、メタノール、エタノール、イソプロパノールなどのアルコール系溶剤
、テトラヒドロフランあるいはそれらの混合溶剤、など汎用的な有機溶剤が使用しうる。
これらの溶剤に、０．３～８重量％、好ましくは０．５～５重量％の濃度に溶解してコー
ティング溶液を調製する。
【００１６】
　上記のコーティング溶液に浸漬した後、乾燥し、引き続き、６０～１３０℃の温度で１
０～３００分の加熱処理を行う。この処理によって、無水マレイン酸共重合化合物に架橋
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構造が導入され、潤滑耐久性がさらに向上する。
【００１７】
　さらに、アルカリ溶液に浸漬し、アミド結合を有する無水マレイン酸共重合化合物のカ
ルボキシル基をアルカリ塩にすることで、潤滑性、および潤滑耐久性の優れた医療用具の
製造が可能となる。
　このアルカリ処理に用いられるアルカリとしては、上記カルボキシル基をアルカリ塩へ
変換する目的を達成できるアルカリであれば使用可能であるが、潤滑耐久性の点から、特
に、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムの水溶液、アルカリ金属アルコキサイドのアルコ
ール溶液などで処理するのが最も良い結果を与える。
　また、アルカリ処理後、水、生理食塩水、エタノールなどで十分洗浄を行い、アルカリ
を完全に除去することが好ましい。
【実施例】
【００１８】
　以下に本発明に係る具体的な実施例および比較例について、より詳しく説明するが、本
発明は以下の例に限定されるものではない。
（親水性化合物の合成）
【００１９】
　メチルビニルエーテル無水マレイン酸共重合化合物＜ＩＰＳ社製ＧＡＮＴＲＥＺ－ＡＮ
－１６９＞２５ｇを脱水ＤＭＳＯ６００ｍｌと脱水ＭＥＫ４００ｍｌの混合溶媒に溶解し
，さらに、この溶液にメトキシエチルアミン８．０ｇを少しずつ添加して、４０℃で３時
間、反応を行なって、メチルビニルエーテル無水マレイン酸共重合化合物の部分アミド化
物（以下ＰＨＡと称す）を得た。反応後、６００ｍｌの脱水ＭＥＫを投入して均一なコー
ティング溶液＜１＞を得た。赤外吸収スペクトルの測定から，酸無水物環が残存している
ことを確認した。このコーティング溶液＜１＞に、架橋剤として、ブタンジオールをＰＨ
Ａに対して０．１５重量％となるように添加し，コーティング溶液＜２＞とした。
【実施例１】
【００２０】
　ウレタン樹脂で被覆した血管造影用ガイドワイヤーの基材を、イソシアネートを含有す
るポリウレタンの２％メチルエチルケトン溶液に浸漬し、８０℃で乾燥した後、さらに上
記に調製したコーティング溶液＜２＞に浸漬することによって基材表面にコーティング溶
液＜２＞を塗布し，風乾後，１００℃で６０分間乾燥を行ない、潤滑剤を基材表面に固定
した。その後，１／１０Ｎの水酸化ナトリウムの水溶液中に浸漬し，室温で３０分間処理
した。さらに，水洗を十分に行い，７０℃３０分乾燥した。上記方法にて得られたワイヤ
ーは水の中において優れた潤滑性を示した。また，このワイヤーを水の中において手で扱
うことにより，潤滑性が消失するまでの手扱きの回数を測定したが３０００回まで潤滑性
を維持し，潤滑耐久性が優れることが確認された。また、生理食塩水に塩化カルシウムを
０．０７５％濃度に溶解した水溶液に、ワイヤーを１時間浸漬後、水洗した後、ワイヤー
を水の中において手で扱くことにより，潤滑性が消失するまでの手扱きの回数を測定した
が２９００回まで潤滑性を維持し、性能の低下はほとんど認められなかった。
＜比較例１＞
【００２１】
　ウレタン樹脂で被覆した血管造影用ガイドワイヤーの基材を、イソシアネートを含有す
るポリウレタンの２％メチルエチルケトン溶液に浸漬し、８０℃で乾燥した後、更に、メ
チルビニルエーテル無水マレイン酸共重合化合物＜ＩＰＳ社製ＧＡＮＴＲＥＺ－ＡＮ－１
６９＞の２％溶液に浸漬することによって、コーティングし，風乾後，１００℃で６０分
間乾燥を行なって、潤滑剤を基材表面に固定した。その後，１／１０Ｎの水酸化ナトリウ
ムの水溶液中に浸漬し，室温で３０分間処理した。さらに，水洗を十分に行い，７０℃３
０分乾燥した。上記方法にて得られたワイヤーは水の中において優れた潤滑性を示した。
また，このワイヤーを水の中において手で扱くことにより，潤滑性が消失するまでの手扱
きの回数を測定したが２４００回まで潤滑性を維持し，潤滑耐久性が優れることが確認さ
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れた。また、生理食塩水に塩化カルシウムを０．０７５％濃度に溶解した水溶液に、ワイ
ヤーを１時間浸漬後、水洗したワイヤーを水の中において手で扱くことにより，潤滑性が
消失するまでの手扱きの回数を測定したが、１３００回まで潤滑性が低下していた。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明により得られる技術によって、耐カルシウムイオン性に優れた潤滑性を有するガ
イドワイヤーなど医療用具を提供することが可能になった。特に、金属に無水マレイン酸
共重合化合物をコーティングし、水酸化ナトリウムなどのアルカリで処理したガイドワイ
ヤーは、血液中のカルシウムイオンで潤滑性および潤滑耐久性が低下する傾向が強かった
が、本発明に係るコーティング技術によって、新しい機能を有する医療用具などへの展開
を含めた幅広い応用が期待できる。
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